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視
点
・
論
点
①

法
治
主
義
を
逸
脱
し
た「
指
針
な
き
軍
備
増
強
」─
─
予
算
審
議
の
形
骸
化
が
後
押
し	

杉
原
浩
司

　

三
月
二
四
日
、
二
〇
一
〇
年
度
予
算
が
現
憲
法
下
で
五
番
目
の
速
さ
で
成
立
。
鳩

山
政
権
が
掲
げ
た
「
ゼ
ロ
ベ
ー
ス
で
の
予
算
見
直
し
」
は
結
局
、「
指
針
な
き
軍
備
増

強
」（
半
田
滋
さ
ん
）
に
行
き
着
い
た
。
軍
事
費
総
額
は
四
兆
七
九
〇
三
億
円
、
前
年

度
比
〇
・
三
％
、
一
六
二
億
円
増
に
。
自
衛
隊
員
等
の
子
ど
も
手
当
分
が
予
算
を
押

し
上
げ
た
と
の
見
方
は
言
い
訳
に
過
ぎ
な
い
。

　

私
た
ち
は
二
月
五
日
に
「
市
民
に
よ
る
事
業
仕
分
け
」
を
行
っ
た
。
対
象
は
、
Ｐ

Ａ
Ｃ
３
用
改
修
費
を
含
む
ミ
サ
イ
ル
防
衛
（
Ｍ
Ｄ
）
経
費
、
大
型
ヘ
リ
空
母
建
造
費
、

海
兵
隊
グ
ア
ム
移
転
費
を
含
む
米
軍
再
編
経
費
。
も
ち
ろ
ん
全
て
「
不
要
」
と
判
断

し
た
。
今
回
の
仕
分
け
基
準
は
さ
さ
や
か
な
も
の
だ
。
予
算
編
成
の
指
針
と
な
る
べ

き
「
防
衛
計
画
の
大
綱
」
改
定
が
一
年
先
送
り
さ
れ
、
閣
議
決
定
さ
れ
た
「
予
算
編

成
の
準
拠
方
針
」
は
「
現
大
綱
に
基
づ
く
」
と
明
記
し
た
。
私
た
ち
は
そ
の
順
守
を

主
張
し
た
に
過
ぎ
な
い
。
鳩
山
政
権
に
よ
る
「
事
業
仕
分
け
」
の
際
の
財
務
省
の
立

場
と
同
じ
で
あ
り
、「
法
治
主
義
を
守
れ
」
と
い
う
も
の
だ
。

　

ミ
サ
イ
ル
と
発
射
機
以
外
を
Ｐ
Ａ
Ｃ
３
仕
様
に
改
修
す
る
カ
ラ
ク
リ
、「
後
継
」
と

は
名
ば
か
り
の
大
型
ヘ
リ
空
母
へ
の
戦
力
増
強
が
ま
か
り
通
り
、
防
衛
官
僚
な
い
し

は
自
衛
隊
（
軍
）
主
導
の
脱
法
予
算
と
な
り
果
て
た
。
新
政
権
が
「
見
直
し
」
を
表

明
し
た
米
軍
再
編
の
経
費
は
一
四
八
九
億
円
と
む
し
ろ
膨
張
し
、
米
軍
へ
の
「
思
い

や
り
予
算
」
も
横
ば
い
（
一
八
八
一
億
円
）
と
な
っ
た
。

　

他
の
項
目
に
も
危
険
な
施
策
が
目
白
押
し
だ
。
空
自
で
は
、
Ｆ
２
戦
闘
機
へ
の
Ｊ

Ｄ
Ａ
Ｍ
（
Ｇ
Ｐ
Ｓ
誘
導
爆
弾
）
機
能
付
加
。
三
ヵ
年
度
分
三
五
機
の
改
修
部
品
の
集

中
調
達
で
約
五
億
円
節
減
す
る
と
い
う
。
Ｊ
Ｄ
Ａ
Ｍ
は
米
軍
が
イ
ラ
ク
や
ア
フ
ガ
ニ

ス
タ
ン
等
で
多
用
し
た
先
制
攻
撃
兵
器
で
あ
り
、
す
っ
か
り
既
成
事
実
化
し
て
い
る

が
、
許
さ
れ
な
い
も
の
だ
。
こ
こ
で
の
仕
分
け
基
準
は
「
専
守
防
衛
」
と
い
う
こ
と

に
な
ろ
う
。
導
入
に
役
割
を
果
た
し
た
潮
匡
人
自
身
が「
良
く
も
悪
く
も『
専
守
防
衛
』

の
枠
を
超
え
る
画
期
的
な
『
防
衛
力
整
備
』」「『
防
衛
力
』
と
い
う
よ
り
『
戦
力
』
と

呼
ぶ
べ
き
か
も
し
れ
ま
せ
ん
」（『
常
識
と
し
て
の
軍
事
学
』
中
公
新
書
ラ
ク
レ
）
と

述
べ
る
代
物
だ
。

　

ま
た
、
中
距
離
型
無
人
偵
察
機
の
実
証
研
究
が
新
規
に
盛
り
込
ま
れ
た
。
戦
争
の

無
人
化
、ロ
ボ
ッ
ト
化
の
流
れ
に
乗
り
遅
れ
ま
い
と
の
動
き
だ
。
関
連
し
て
、三
月
末
、

米
国
の
巨
大
軍
需
企
業
で
あ
る
ノ
ー
ス
ロ
ッ
プ
・
グ
ラ
マ
ン
が
無
人
偵
察
機
「
グ
ロ
ー

バ
ル
・
ホ
ー
ク
」
の
実
物
大
模
型
の
展
示
を
実
施
し
、
防
衛
省
向
け
商
戦
に
入
っ
た
。

同
社
日
本
副
社
長
は
「
次
期
中
期
防
の
中
で
検
討
し
て
ほ
し
い
」
と
述
べ
た
と
い
う
。

　

さ
ら
に
、「
国
際
平
和
協
力
活
動
に
主
体
的
、
積
極
的
に
対
応
す
る
た
め
」
と
し
て
、

Ｃ
１
３
０
輸
送
機
へ
の
自
己
防
御
装
置
、
イ
ン
マ
ル
サ
ッ
ト
衛
星
通
信
装
置
の
整
備

も
盛
り
込
ま
れ
た
。
海
外
派
兵
の
恒
常
化
を
見
据
え
た
装
備
強
化
に
他
な
ら
な
い
。

　

陸
自
で
は
部
隊
・
組
織
の
新
・
改
編
が
図
ら
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
沖
縄
・
南
西

諸
島
を
担
当
す
る
陸
自
第
一
混
成
団
（
那
覇
市
）
が
第
15
旅
団
に
格
上
げ
、
新
編
さ

れ
た
。
ま
た
「
島
し
ょ
部
で
の
各
種
事
態
対
処
」
の
一
環
と
し
て
、
米
国
で
の
海
兵

隊
と
の
共
同
演
習
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
。「
離
島
防
衛
」
は
「
中
国
の
脅
威
」
喧
伝

と
相
ま
っ
て
、
年
末
の
新
大
綱
策
定
の
焦
点
の
一
つ
と
な
り
つ
つ
あ
り
、
注
意
が
必

要
だ
。
こ
の
点
は
海
自
の「
対
潜
水
艦
能
力
の
強
化
」と
い
う
路
線
に
反
映
し
て
お
り
、

「
国
籍
不
明
潜
水
艦
に
警
告
を
発
す
る
た
め
の
対
潜
用
モ
ー
ル
ス
弾
」
な
ど
も
計
上
さ

れ
て
い
る
。

　

最
後
に
強
調
し
た
い
の
は
、
予
算
審
議
の
形
骸
化
の
問
題
で
あ
る
。
政
府
予
算
案

が
削
除
、
修
正
さ
れ
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
年
末
の
不
透
明
な
予
算
編
成
時
点

で
事
実
上
決
ま
っ
て
し
ま
う
。「
予
算
案
や
重
要
法
案
は
一
定
時
間
の
審
議
後
に
必

ず
与
野
党
協
議
の
場
を
作
り
、
必
要
な
修
正
を
行
い
や
す
く
し
た
ら
ど
う
か
」（
三
月

二
二
日
、
東
京
新
聞
）
と
の
古
田
哲
也
記
者
の
提
言
に
共
感
す
る
。
法
治
主
義
を
逸

脱
す
る
大
型
ヘ
リ
空
母
予
算
な
ど
は
本
来
削
除
さ
れ
る
べ
き
も
の
だ
っ
た
の
だ
か
ら
。

（
す
ぎ
は
ら
・
こ
う
じ
／
核
と
ミ
サ
イ
ル
防
衛
に
Ｎ
Ｏ
！
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
）




